
安
東
鳳
停
寺
大
雄
殿
の
丹
青
様
式

韓
国
丹
青
文
化
財
修
理
技
術
者
　
金
　
京
燮

56

鳳
停
寺
大
雄
殿
の
重
建
／
鳳
停
寺
大
雄
殿
丹
青
の
様
式
的
特
徴
／
鳳
停
寺
大
雄
殿
丹
青
の
意
義

台
南
市
三
級
古
蹟
興
済
宮
建
築
彩
色
の
修
復
研
究
　
国
立
文
化
資
産
保
存
研
究
中
心
籌
備
處
　
李
　
麗
芳

62

研
究
の
起
案
／
台
湾
と
日
本
の
共
同
研
究
者
／
本
案
研
究
の
経
過
／
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
／
本
案
に
お
け
る
台
湾
と
日
本
の
比
較
研
究

こ
れ
か
ら
の
研
究
課
題
と
展
望
　
　
　

国
立
文
化
資
産
保
存
研
究
中
心
の
発
展
と
こ
れ
か
ら
の
経
営
　
国
立
文
化
資
産
保
存
研
究
中
心
籌
備
處
　
楊
　
宣
勤

68

は
じ
め
に
／
国
立
文
化
資
産
保
存
研
究
中
心
籌
備
處
の
紹
介
と
準
備
経
過
／
国
立
文
化
資
産
保
存
研
究
中
心
の
成
果

国
立
文
化
資
産
保
存
研
究
中
心
の
発
展
と
こ
れ
か
ら
の
経
営
／
お
わ
り
に

台
湾
台
南
市
興
済
宮
・
王
大
宗
祠
扉
絵
復
原
模
写
に
つ
い
て
　
京
都
嵯
峨
芸
術
大
学
　
仲
　
政
明

72

序
文
／
概
要
／
模
写
の
重
要
性
／
模
写
方
針
／
今
後
の
課
題

台
湾
寺
廟
彩
絵
の
修
復
│
興
済
宮
を
研
究
対
象
と
し
て
│

修
復
研
究
所
21

村
松
　
裕
美

76

正
面
扉
門
神
彩
絵
二
点
／
正
殿
壁
画
彩
絵
泥
塑
雲
龍
図
／
梁
彩
絵
、
柱
、
御
神
殿
正
面
柱

社
寺
建
造
物
装
飾
彩
色
研
究
の
意
義

近
畿
大
学
　
櫻
井
　
敏
雄

4

序
論
／
歴
史
的
経
過
│
主
と
し
て
古
代
を
中
心
に
／
装
飾
彩
色
研
究
の
必
要
性
と
意
義
／
建
築
彩
色
の
研
究
の
諸
問
題

文
化
財
保
存
に
お
け
る
模
写
の
役
割
　
京
都
嵯
峨
芸
術
大
学
　
箱
崎
　
睦
昌

14

模
写
／
模
写
事
業
の
始
ま
り
（
法
隆
寺
模
写
に
つ
い
て
）
／
法
隆
寺
以
降
の
模
写
事
業
／
建
造
物
の
文
様
彩
色
模
写
事
業

模
写
事
業
の
意
義
／
模
写
事
業
の
問
題
点
お
よ
び
対
処
／
模
写
の
形
態
／
あ
と
が
き

御
香
宮
神
社
本
殿
の
彩
色
復
原
に
つ
い
て
　
京
都
府
教
育
庁
文
化
財
保
護
課
　
奥
野
　
裕
樹

20

御
香
宮
神
社
の
概
要
／
本
殿
の
概
要
／
修
理
工
事
の
概
要
／
調
査
方
法
／
彩
色
の
時
期
お
よ
び
経
過
／
ま
と
め
／
今
後
の
課
題

社
寺
建
造
物
装
飾
彩
色
の
修
復
―
剥
落
止
め
処
置
に
つ
い
て
―
（
財
）
元
興
寺
文
化
財
研
究
所
　
山
内
　
章

24

処
置
剤
の
選
択
／
剥
落
止
め
の
処
置
事
例
／
今
後
の
課
題
　
　
　
　
　

首
里
城
の
建
築
彩
色
（
株
）
国
建
　
福
島
　
清

28

首
里
城
復
原
の
経
緯
／
首
里
城
の
彩
色
の
復
原
／
正
殿
建
築
の
彩
色
の
復
原
経
過
／
正
殿
彩
色
の
特
徴

日
光
社
寺
建
造
物
彩
色
に
つ
い
て
（
財
）
日
光
社
寺
文
化
財
保
存
会
　
田
村
　
洋
一

32

社
寺
建
造
物
彩
色
の
復
原
修
理
│
国
宝
大
徳
寺
唐
門
彩
色
復
原
に
つ
い
て
│
（
有
）
川
面
美
術
研
究
所
　
荒
木
か
お
り

36

は
じ
め
に
／
修
理
前
状
況
／
彩
色
復
原
の
工
程
／
結
び

重
要
文
化
財
本
願
寺
大
師
堂
の
装
飾
お
よ
び
彩
色
技
法
に
関
す
る
考
察
　
京
都
府
教
育
庁
文
化
財
保
護
課
　
菅
澤
　
茂

40

文
化
年
間
修
理
の
背
景
／
内
部
装
飾
に
つ
い
て
／
ま
と
め

建
造
物
彩
色
の
保
存
と
修
復

目
　
次

日
本
お
よ
び
東
ア
ジ
ア
の
社
寺
を
中
心
に

本
願
寺
派
本
願
寺
御
影
堂
北
余
間
小
天
井
調
査
と
復
原

（
有
）
川
面
美
術
研
究
所
　
大
道
　
優
子

48

京
都
府
教
育
庁
文
化
財
保
護
課
　
引
間
　
俊
彰

（
財
）
元
興
寺
文
化
財
研
究
所
　
米
村
　
祥
央

は
じ
め
に
／
調
査
方
法
／
調
査
結
果
／
考
察
／
復
原
模
写
／
お
わ
り
に

台
湾
と
日
本
の
鏝
絵
│
日
本
植
民
地
時
代
左
官
職
人
の
動
向
を
中
心
に
│

（
財
）
元
興
寺
文
化
財
研
究
所

角
南
聡
一
郎

52

左
官
と
泥
塑
剪
黏
師
の
出
会
い
／
現
代
台
湾
城
市
か
ら
考
え
る
／
お
わ
り
に

豚
血
下
地
　
　
（
財
）
元
興
寺
文
化
財
研
究
所
　
山
内
　
章

55

コ
ラ
ム



わ
が
国
の
神
社
や
寺
院
の
建
造
物
を
装
飾
す
る
彩
色
の
修
復
は
、
外

装
は
塗
り
直
し
、
建
物
内
部
は
剥
落
止
め
処
置
を
主
体
と
し
た
現
状
保

存
が
基
本
と
考
え
る
。
剥
落
止
め
は
剥
離
し
た
絵
具
層
（
層
状
剥
離
）
の

接
着
と
、
固
着
力
が
弱
く
な
り
粉
状
に
剥
落
し
つ
つ
あ
る
彩
色
（
粉
状
剥

落
）
の
強
化
を
行
う
処
置
で
あ
る
。
建
造
物
の
場
合
、
処
置
を
行
う
箇

所
は
柱
や
壁
な
ど
の
立
面
や
天
井
な
ど
の
逆
さ
面
で
あ
り
、
膠
や
合
成

樹
脂
な
ど
液
状
の
処
置
剤
は
流
れ
落
ち
や
す
く
、
ま
た
浸
透
さ
せ
に
く

い
。
本
稿
で
は
、
膠
の
特
性
を
い
か
し
た
剥
落
止
め
処
置
方
法
と
、
膠

を
使
っ
た
処
置
の
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

処
置
剤
の
選
択

一．

層
状
剥
離

層
状
剥
離
の
剥
落
止
め
処
置
で
は
、
剥
離
箇
所
の
間
隙
に
注
入
し
た

処
置
剤
の
歩
留
ま
り
を
第
一
と
し
て
、
次
の
四
点
を
基
本
要
件
と
し
て

処
置
剤
を
選
択
す
る
。

①
　
剥
離
箇
所
に
注
入
し
た
処
置
剤
は
、
絵
具
が
接
着
す
る
ま
で
接
着

界
面
に
な
る
べ
く
多
く
と
ど
ま
る
こ
と
。
こ
の
た
め
、
処
置
剤
は
粘
度

が
高
く
、
液
垂
れ
し
に
く
い
も
の
が
望
ま
し
い
。

24

建
造
物
彩
色
の
保
存
と
修
復

②
　
絵
具
層
の
剥
離
部
分
の
間
隙
は
狭
く
、
処
置
剤
の
注
入
は
外
径

○
・
六
五
ミ
リ
ほ
ど
の
細
い
注
射
針
や
極
細
の
面
相
筆
を
用
い
て
行

う
。
こ
の
た
め
、
注
入
時
の
処
置
剤
は
粘
度
が
低
く
、
流
動
性
の
よ

い
液
体
が
望
ま
し
い
。

③
　
彩
色
表
面
に
付
着
し
た
処
置
剤
は
容
易
に
除
去
で
き
る
こ
と
。

④
　
再
処
置
が
で
き
る
こ
と
。

上
記
の
①
と
②
は
、
粘
度
に
つ
い
て
相
反
す
る
状
態
を
示
し
て
い
る

が
、（
株
）
ホ
ル
ベ
イ
ン
工
業
か
ら
市
販
さ
れ
て
い
る
兎
膠
の
よ
う
な
ゲ
ル

化
温
度
の
高
い
膠
を
使
え
ば
、
こ
れ
ら
の
要
件
に
適
応
す
る
と
考
え
た
。

湯
煎
で
温
め
た
膠
液
は
注
射
器
で
注
入
で
き
る
く
ら
い
に
粘
度
が
低
く

な
り
、
温
度
が
下
が
る
と
ゲ
ル
化
し
て
粘
度
が
高
く
な
る
。
こ
の
性
質
を

い
か
し
て
兎
膠
で
剥
落
止
め
処
置
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
剥
離
箇
所
に
注

入
し
た
膠
液
は
す
ぐ
に
ゲ
ル
化
が
始
ま
り
、
粘
度
が
高
く
な
る
こ
と
で
液

垂
れ
が
少
な
く
、
比
較
的
容
易
に
絵
具
層
を
接
着
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
処
置
は
、
処
置
場
所
の
気
温
と
膠
液
の
濃
度
と
の
か
ね
あ
い
が
ポ

25

社
寺
建
造
物
装
飾
彩
色
の
修
復
―
剥
落
止
め
処
置
に
つ
い
て
―

社
寺
建
造
物
装
飾
彩
色
の
修
復

―
剥
落
止
め
処
置
に
つ
い
て
―

（
財
）
元
興
寺
文
化
財
研
究
所
　
山
内
　
章




